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金属が溶けやすい高温強酸性環境（40℃, pH5 以下）に生息する紅藻イデユコゴメ網は、中性域に生息

する他の生物の 100-1,000 倍高い金属耐性をもつことが知られているが、その耐性機構は、ほとんどわ

かっていない。高い金属耐性は金属の溶けやすい高温強酸性環境に適応するための重要な生存戦略

の一つであり、その解明の生物学的重要性は高い。そこで、私達は、生育に必須であると同時に高濃度

で毒性を示す鉄に着目し、イデユコゴメ綱の中でも最も高い金属耐性をもつ Galdieria sulphuraria を研究

材料として、高濃度鉄耐性のメカニズムの解明を目指して研究を進めている。イデユコゴメは、自然界で

も、300 mM の鉄を含む環境にも生息することが報告されている。これまでに、実験室内でも 100 mM 鉄

存在下でも増殖できることを確認しており、耐性機構を解析のための実験系を確立した。確立した実験

系を用いて、過剰な鉄に対する初期応答として、細胞周囲に多糖の層を形成し、鉄を含む粒子を細胞表

層に沈着していることを走査型電子誘電率顕微鏡、走査型および透過型電子顕微鏡、電子顕微鏡エネ

ルギー分散型 X 線分光法、走査型透過 X 線顕微鏡により観察した。これらの観察結果から、G. 

sulphuraria は過剰量の鉄ストレスに対して、新たに細胞表層に多糖を含む構造を形成し、細胞表層での

鉄を含む粒子の形成を促進することで、細胞内への高濃度の鉄の流入を防いでいる可能性が考えられ

る。現在、走査型イオンコンダクタンス顕微鏡を利用して、高濃度の鉄存在下での細胞表層の構造など

の詳細な解析を進めている途中であるが、予備的な結果として、細胞間をつなぐ架橋のような構造が観

察された。過剰量の鉄存在下での RNAseq解析では、細胞表層への局在が予想される遺伝子群の発現

量の上昇も観察されており、これらの遺伝子群と観察された構造の関連は非常に興味深い。細胞表層

は、生物にとって、周囲の環境とのインターフェイスとして重要な機能を担っており、重要である。今後、

測定条件を検討することで、さらに、高濃度の鉄存在下での細胞表層の構造や環境の分析を進めること

で、イデユコゴメ網の高濃度金属耐性機構を明らかにしていきたい。 
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